
 

 

 

労働時間管理の重要性、これだけの理由 

 

a.労働時間に対する不平不満に特有の問題（毎日、脳裏を離れない不満。不満が外部化しやすい。）  

b.不満が外部化する場合の主要ルート  

c.匿名投書に走る労働者の心情！  

d.使用者の健康配慮義務･説明責任からみた勤務記録の意義  

e.過労死の 4割が労働時間把握義務のない｢管理の地位にある者｣だが、労災申請でどういう展開が待っているか  

f.ホワイトカラーの労働生産性（高い生産性をもって、自己の業務をコントロールできる労働者は少数、能力に余る裁量労働拡大の愚）  

g.労働基準法の規制ルール(長さへの制限)を守りつつ競争に勝つにはどうするか  

h.｢総･労働投入量｣で勝負をかける｢仕事の進め方｣、｢政策･制度｣と決別する  

i.部下の仕事を｢効率性｣で評価し、時間当たりの労働能率の向上に賭ける 

j.是正に際しては、非効率な働き方を改善し(単位時間当たりの労働能

率を高める手段を講ずる)、企業体質を強化する。 

 

セミナー資料より一部抜粋（紹介） 

 

 

サービス残業を認める 
●各種残存記録を照合したところ、時間外勤務命令書記載の時間数が著しく

過少であること。→どう対処！遡及支払いが必要なのか？ 

[労務安全情報センター]労働時間対策実務講座 

 

労働時間管理セミナー 
 

 (1) 労働時間管理の重要性、これだけの理由 

(2) 労働時間とは 

(3) 労基署の是正指導で多い指摘項目は何か。又、それにどう対処すべきか 

調査立ち会いの関連質
問、例えば… 

●労働時間監督は、監督官が大勢でくるのですか、抜き打ちで行われますか 

●監督署の調査に対して、どのような備えをするのが一番ベストですか 

●立ち会いのとき、監督官に嘘の説明をすると後どうなりますか。 

是正報告など 
●指定期日までに対応できないが、どうすれば良いか 

●直していないのに直したと、虚偽の是正報告をしたら、どうなりますか。 

 

 

 

改めて、労働時間とは 

「労働時間とは？」という場合、 人事・労務担当者の疑問や悩みは、ストレートな業務遂

行時間が問題ではなく、謂わば、”本来業務以外の活動や不活動時間”の取扱い問題に突き当る

ことが多いのではないでしょうか。 

 今回のセミナーでは、これら周辺労働時間を27項目にわたって整理し、労働時間を巡る日

常対応を想定した取扱解釈を確認して参ります。 

 

労基署の是正指導で多い指摘項目は何か。又､それにどう対処すべきか 

 

その他、労働時間監督に
おける指摘事項 

●労基署-労働時間監督における指摘事項「トップ１０」 

●指摘項目の「トップ１０」を知り、それへの対処に万全を尽くすことは、

労務管理の日常点検としても有意義です。 

多い指摘項目 

調査立ち会い等 



講師紹介  

[１] 労働時間管理セミナー 

標題のセミナーの講師は、つぎの方が担当されますのでご紹介致します。 

講師プロフィール 

氏名    檜浦 徳行（ヒウラ ノリユキ） 

所属    レーバー･スタンダード研究所 所長 

講師略歴  昭和 21 年生まれ。昭和 43 年に労働基準監督官任官、以後全国の労働基準監督署等で

の勤務を経て、平成 6 年からは各労働基準監督署長を歴任し、平成 17 年 3 月新宿労働基

準監督署長を最後に退官。平成 17 年 4 月から現職。 

      平成 20 年度順天堂大学スポーツ健康学部非常勤講師（労働法担当） 

 

著 書  「改正労働安全衛生法の詳解－平成 18年 4月施行」 

 

 

    開催日時及び受講料 

    開催日 平成 21 年 1 月 22 日（木曜日）午後 1 時～4 時（休憩含む。） 

    テキスト 下記の説明資料を当日配布させて頂きます。（H20.10.9 セミナー配布例。変更されることがあります。） 

 

    受講料  ７，５００円 （直前キャンセルにはキャンセル料が発生しますのでご注意ください。） 

【会場地図】必ず西口に出てください。会場は西口徒歩 1 分内の至近距離にあります。 

     

    申込は、開催日程欄の「申し込む」をクリックして、申込フォーム所要欄を記入し送信して

ください。 

http://labor.tank.jp/seminar/zuiji/postmail2.html


 

「労働時間管理セミナー」受講申込に当たっての注意事項 

 

申込に当たっての注意事項は以下のとおりです。ご承知頂いた上でお申込くださるようお願いします。  

 

●受講料の支払について 

 受講料は、開催予定日（当日を含まず、以下同じ）の１４日前までに、銀行振込又は郵便  

振替にて下記口座へ入金してください（手数料はご負担願います）。 

  

    *１４日前以後において申込された場合は、申込と同時に入金手続をお願いします。 

（受講料振込先口座） 

  三菱東京 UFJ 銀行八幡支店 普通 １５４６２９２  

  口座名義 有限会社レーバー･インフォメーション 

 又は、 

  郵便振替口座番号 ００１００－１－２８０００５ 

  口座名称 有限会社レーバー･インフォメーション  

 

●会社の経理処理上、「請求書」が必要な方は電話 070-6515-9020 にてご相談ください。 

 

●キャンセルについて 

(1) 開催予定日から１４日前以後のキャンセルはお受けできません。但し、やむを得ない事情がある場合に限

り、キャンセル料（キャンセル時期によって金額に相違があります）を支払って取り消しすることができます。 

(2) キャンセル料 

開催日１４日前～７日前までのキャンセル 2,500 円＋振込手数料 （受講料からキャンセル料等を差し引

き、残額を指定口座に振込み返金します） 

 開講日前日から６日前までのキャンセル  5,000 円＋振込手数料 （前同） 

 開講日当日のキャンセル（欠席）     受講料は返却できません。 

(3) 以上の取り扱いは、キャンセル当日までに、受講料が支払済であると否とに関わらず適用されます。なお、

日数は暦日とします。 

 

 

 

 

     

労務安全情報センター（提携） 

レーバー・スタンダード研究所 （「名ばかり管理職問題セミナー」実施主催者）  

〒272-0023 千葉県市川市南八幡３－７－１６－２０６号 

Tel：070-6515-9020（研修申込専用）  

 

お問合せは 


